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今後の渋滞対策（案）

資料４
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1．今年度の主な取り組み

□ 各関係機関で進める取組み一覧：①西部地域

N

257

愛知県

150

362

1

152

磐田市

掛川市

袋井市

菊川市

浜松市

湖西市

三方原スマートIC

新磐田スマートIC

舘山寺スマートIC

：主要渋滞区間

-凡例-

：主な工場等

：主要渋滞箇所（交差点）

：主要渋滞箇所（踏切）

：その他ハード整備

：新規路線

浜松エリア

国道１号浜松バイパス（長鶴～中田島）
立体化/現道拡幅

（都）植松伊左地線
現道拡幅

（一）湖東和合線 自衛隊南交差点
交差点改良

赤字：本日の報告内容



2

1．今年度の主な取り組み

藤枝・焼津・島田エリア

静岡エリア

富士・富士宮エリア

：主要渋滞区間

-凡例-

：主な工場等

：主要渋滞箇所（交差点）

：主要渋滞箇所（踏切）

瀬名IC交差点改良

鳥坂IC交差点改良

静岡南北道路
長沼立体

二軒家交差点

静清BP(清水立体)

：その他ハード整備

-凡例-

：新規路線

赤字：本日の報告内容

■静岡エリア

国道1号南安倍交差点～手越原交差点

□ 各関係機関で進める取組み一覧：②中部地域



3

湖西市

森町

磐田市

袋井市

掛川市

菊川市

御前崎市

島田市

浜松市

牧之原市

吉田町

焼津市

藤枝市

川根本町

静岡市

富士宮市

富士市

裾野市

御殿場市

小山町

三島市

長泉町沼津市

函南町

伊豆の国市

熱海市

伊東市

伊豆市

西伊豆町

河津町

東伊豆町

下田市

松崎町

南伊豆町

田子の浦港

清水港

御前崎港

富士山静岡空港

新東名高速道路

東名高速道路

三
遠
南
信
自
動
車
道

河
津
下
田
道
路Ⅱ

期

天
城
北
道
路

中
部
横
断
自
動
車
道

東
駿
河
湾
環
状
道
路

河
津
下
田
道
路Ⅰ

期

1．今年度の主な取り組み

赤字：本日の報告内容

□ 各関係機関で進める取組み一覧：③東部伊豆地域

246

138

小山町

河津下田道路（Ⅱ期）
部分開通

東駿河湾環状道路
渋滞対策検討

：その他ハード整備

-凡例-

：新規路線

■御殿場周辺

：主要渋滞区間

-凡例-

：主な工場等

：主要渋滞箇所（交差点）

：主要渋滞箇所（踏切）

沼津・三島エリア

静岡エリア

富士エリア
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〇路線名称：一般国道1号 浜松バイパス

〇事業延長：6.4km

〇着手年度：令和4年度

〇事業内容：立体化・現道拡幅

〇進捗状況：

2－1 国道１号 浜松バイパス（長鶴～中田島）

旅行速度出典：ETC2.0プローブデータ（R2.10 平日）

2．国道１号 浜松バイパス（長鶴～中田島） （実施主体：国土交通省）

■位置図
N

■事業概要

■対策概要

■旅行速度状況

全体延長： 6.4km
土工延長： 3.8km（59%）
橋梁延長： 2.6km（41%）

対策区間

延長6.4km

40,421台/日

石原町
交差点

中田島砂丘
入口交差点

長鶴
交差点

福塚
交差点

浜松市役所
浜松市

(主)浜松雄踏線

(県)舞阪竜洋線

浜松IC

至 名古屋

至 静岡

遠州大橋

天
竜
川

坪井IC

篠原IC

150

150

1

301

257

152

1

152

152
Ｎ

浜松バイパス 延長18.3km0km 2.5km 4.5km0.5km0km

中田島町

35,705台/日

長鶴町

3.0 1.5 3.5 0.5
0.75

3.5

40

14.5 0.5 3.5 3.5
0.75

1.5 3.0

3.5 3.5 3.5 3.51.25 1.25

18.25

1.75

3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5
0.5 0.5

11.75

1.25 6.5

7.5

40

1.53.0 11.75

1.25

1.5 3.0

単位：m 単位：m

標準横断図

立体化区間（立体部＋平面部） 現道拡幅区間（平面６車線部）

計画縦断図

長
鶴
交
差
点

飯
田
交
差
点

飯
田
南
交
差
点

下
飯
田
北
交
差
点

下
飯
田
交
差
点

国
一
安
松
交
差
点

石
原
北
交
差
点

石
原
町
交
差
点

芳
川
交
差
点

大
柳
西
交
差
点

大
柳
交
差
点

福
塚
交
差
点

中
田
島
東
交
差
点

中
田
島
砂
丘
入
口

交
差
点

至

名
古
屋

至

静
岡

対策区間 延長6.4km

立体化区間現道拡幅区間 現道拡幅区間

橋梁
2.6kｍ

県
道

舞
阪
竜
洋
線

国
道

号

150

7時台
8時台

17時台
18時台

上り 東京方面

下り 名古屋方面
7時台
8時台

17時台
18時台

天竜川 遠州大橋 掛塚橋

0～30km/h 30～40km/h 40～50km/h 50km/h以上

交通容量超過区間
（ピーク時の時間交通量が交通容量を超過）

150
150

至 浜松駅 至 浜松駅

至

静
岡

152

至

名
古
屋

卸
本
町

白
羽

中
田
島
砂
丘
入
口

中
田
島
東

福
塚

大
柳
西

大
柳

芳
川

石
原
町

石
原
北

国
一
安
松

下
飯
田

下
飯
田
北

飯
田
南

飯
田

長
鶴

北
島

至 浜松IC至 浜松市街地

信号交差点

赤文字 主要渋滞箇所
交通容量超過区間（ピーク時の時間交通量が交通容量を超過）

＜道路種別＞
高速道路

一般県道以上

市町村道

＜主要渋滞箇所＞

箇所

箇所（踏切）

区間

エリア

主な工場等

主な大規模商業施設

＜主要渋滞箇所＞

箇所

箇所（踏切）

関連する主要渋滞箇所番号：63

令和4年度は設計及び
地質調査を実施

至 名古屋

至 名古屋

至 静岡
至 静岡

【②完成概略イメージ】
立体化起点部
（飯田交差点付近）

【③完成概略イメージ】
立体化区間中間部
（国一安松交差点付近）

①長鶴交差点付近

現道拡幅区間
（平面６車線）

至 名古屋

至 静岡R3.1.8（金）撮影

○浜松バイパス（長鶴～中田島砂丘入口）はピーク時間帯において交通容量を超過しており、多くの信号交差点が連続しているため旅行速度が低下している。
○令和4年度に新規事業化が決定した。
○立体化区間の立体部では、信号交差点による減速が解消されることにより旅行速度向上が期待され、立体化区間の平面部では、交通量の減少による渋滞緩和
が期待される。また、現道拡幅区間では、交通容量の拡大による所要時間の減少が期待される。

三方原スマートIC
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3－1 （都）植松伊左地線（追分工区） 現道拡幅

3．（都）植松伊左地線（追分工区） （実施主体：浜松市）

○（都）植松伊左地線では、浜松市の主要幹線道路である（国）152号及び（国）257号との交差部において、交通渋滞が発生。
○（都）植松伊左地線（追分工区）は、現在現道拡幅工事を実施中。
○（都）植松伊左地線の下池川交差点から浜松北高東交差点間の車線数増（2車線→4車線）により、渋滞緩和が期待。

関連する主要渋滞箇所番号：66 71

下池川浜松北高東

現在拡幅工事中

現在拡幅工事中

事業中
無名 無名 押しボタン式 消防局前

事業区間 約0.68km

現道拡幅（2車線⇒４車線）

至

伊
左
地
町

至

植
松
町改良済み

無名浜松北高校前

事業区間

現道拡幅

■位置図

N

■事業概要

〇路線名称：（都）植松伊左地線

〇事業延長：約0.68km

〇着手年度：平成７年度

〇事業内容：道路改良（拡幅）

〇進捗状況：拡幅工事実施中

（都）植松伊左地線

■対策概要

■旅行速度状況

上
り

下
り

7時台
8時台
9時台

10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

7時台
8時台
9時台

10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

旅行速度出典：ETC2.0プローブデータ（R3.10平日）

写真①
写真②

写真③

＜道路種別＞
高速道路

一般県道以上

市町村道

＜主要渋滞箇所＞

箇所

箇所（踏切）

区間

エリア

主な工場等

主な大規模商業施設

至

静
岡

至

名
古
屋 写真①

写真②

写真③

257 152

直進車線数が絞られるため、左車線に交通が集中
また、右車線から左車線への合流も渋滞の原因となっている

先詰まりによる渋滞
（都）植松伊左地線

浜松北高前 無名 無名 消防局前 無名下池川町押しボタン式

速度低下速度低下
速度低下

（都）植松伊左地線

浜松北高東

○○：主要渋滞箇所

○○：主要渋滞箇所

浜松北高東 下池川

山下工区追分工区

至

植
松
町

至

伊
左
地
町

三方原スマートIC
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4－1 （一）湖東和合線（自衛隊南） 交差点付加車線設置

4．（一）湖東和合線（自衛隊南）交差点 （実施主体：浜松市）

■位置図

N

■事業概要

■対策概要・旅行速度状況

〇路線名称：一般県道湖東和合線

〇事業延長：約0.2km

〇着手年度：平成31年度

〇事業内容：付加車線設置

〇進捗状況：今年度工事発注予定

写真②

（一）湖東和合線

（
市
）
伊
左
地
西
山
線

航空自衛隊浜松基地

写真①

7
時
台

8
時
台

9
時
台

1
0
時
台

1
1
時
台

1
2
時
台

1
3
時
台

1
4
時
台

1
5
時
台

1
6
時
台

1
7
時
台

1
8
時
台

上
り

（
和
合
町
方
面
）

下
り

（
湖
東
町
方
面
）

N

至 大久保町

至

和
合
町

写真①

写真②

左折帯新設
（左折滞留長37m）

右
折
帯
新
設

（
右
折
滞
留
長

3
0

m
）

○（一）湖東和合線の自衛隊南交差点では、朝・夕ピーク時の交通集中により、渋滞が発生。
○自衛隊南交差点は、平成31年度に交差点改良事業に着手し、今年度工事を発注予定。
○交差点南側の右折車線及び東側の左折車線の新設による滞留車両の減少で、渋滞緩和が期待。

＜道路種別＞
高速道路

一般県道以上

市町村道

＜主要渋滞箇所＞

箇所

箇所（踏切）

区間

エリア

主な工場等

主な大規模商業施設

最大渋滞長 900m
最長通過時間 13分

【出典】 交通実態調査 H25.5.23（木）
ETC2.0プローブデータ（R3.10平日）

最大渋滞長 300m

関連する主要渋滞箇所番号：89

自衛隊南89

至

静
岡

至

名
古
屋

自衛隊南 無名無名（一）湖東和合線
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8時台
9時台

10時台
11時台
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18時台

7時台
8時台
9時台

10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

西山町

自衛隊南
7
時
台

8
時
台

9
時
台

1
0
時
台

1
1
時
台

1
2
時
台

1
3
時
台

1
4
時
台

1
5
時
台

1
6
時
台

1
7
時
台

1
8
時
台

（
市
）
伊
左
地
西
山
線

上り
（伊左地町方面）

下り
（大久保町方面）

速度低下速度低下

至 大久保町

至

和
合
町

至

湖
東
町

伊左地町

速度低下速度低下

○○：主要渋滞箇所

三方原スマートIC



7

ＮＮ

新静岡IC
しんしずおか

静岡IC
しずおか

市役所

静岡駅

（7.7％）

37,130台/日

（15.1％）

13,813台/日

（7.7％）

29,982台/日

静
岡
南
北
道
路

高
規
格
道
路

Ｌ
＝
約
１
０

k
m

Ｌ
＝
３

k
m

開
通
区
間

Ｅ１

1

1

150

（
静
岡
市
整
備
）

新東名高速道路

国道１号現道

国道１号バイパス

長沼交差点

（26.2％）

66,404台/日

○令和3年7月16日に開催した第3回長沼WGにおいて、静岡鉄道踏切と長沼交差点を跨ぐ（主）山脇大谷線の立体化事業と
長沼大橋架替事業の一体的な実施を対策案とすることを決定。

○令和4年度から静岡南北道路長沼立体として概略ルート・構造の検討（計画段階評価）に着手。

＜対策の方向性＞

○ 南北軸である（主）山脇大谷線について、静岡鉄道踏切と長沼交差点を跨ぐ立体化事業と長沼大橋の橋
梁架替事業の一体的な実施を対策（案）とする。

・ 信号待ちによる渋滞が激しく、市街化が進む長沼交差点は、渋滞対策として立体化が有効。

・ 東西軸の国道1号の立体化では、静岡鉄道の踏切待ちによる南北軸の渋滞が解消されないため、南北軸の
（主）山脇大谷線の立体化が有効。（これにより、東西軸の国道1号の渋滞も解消）

・ 老朽化が進む長沼大橋については、鉄道軌道が近接し、補強工事が困難なため、架替が必要。

・ 立体化事業と橋梁架替事業の一体的な実施により、全体として効率的に両事業を実施。

○ 国・静岡県・静岡市が引き続き連携し、地域の合意形成を図りながら、対策（案）の詳細な検討を進める。

・ 沿道物件や現道交通への影響も想定されるため、地域の合意形成を図ることが必要。

・ 事業中に現道交通にできるだけ影響を与えないよう、詳細ルートや施工方法の検討が必要。

・ 立体化と橋梁架替事業を組み合わせた整備手法や役割分担の検討が必要。

長沼大橋

長沼交差点

静岡鉄道踏切

ＪＲ東海道本線

ＪＲ東海道新幹線

至 新東名高速（北行き）

至 東名高速（南行き）

国道１号

5．静岡南北道路長沼立体 （実施主体：静岡市・国土交通省）
令和３年度 第1回

静岡県道路交通渋滞対策推進協議会 資料を加工

5－1 静岡南北道路長沼立体

利用者団体連携
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左折

17%

直進

40%

右折

43%

0 100 200 300 400 500 600 700 800

7:00

7:10

7:20

7:30

7:40

7:50

8:00

8:10

8:20

8:30

8:40

8:50

■現況の交通状況・渋滞要因

■瀬名IC上りオフランプの交通実態《朝》
《滞留長・渋滞長》

※交通量／滞留長・渋滞長データ：R2.11.5（木）交通量調査結果
※方向別交通量：朝ピーク時（7時台～8時台）（単位：台／2h）
※滞留長・渋滞長：朝ピーク時（7時台～8時台）
※歩行者・自転車交通量：朝ピーク時（7時台～8時台）

ランプ延長
約420ｍ

写真撮影日：R2.11.5（月）7時台

〈瀬名IC上りオフランプの渋滞〉

:滞留長・ :渋滞長

至 瀬名IC交差点

至

名
古
屋

至

東
京

鳥坂I.C
瀬名IC

至 静岡市街地

国道1号静清バイパス

平
山
草
薙
停
車
場
線

（県）

《方向別交通量内訳》

1

至 新東名

時間帯 最大滞留長 最大渋滞長

ランプ
朝（7時台） 750m 650m

夕（18時台） 350m 240m

側道
朝（7-8時台） 110m 50m

夕（18時台） 110m 60m

全方向交通量： 7,820台/14h

主な渋滞要因：信号現示不適、左折車、歩行者

上り

国道1号本線まで：約420m
（側道との合流部まで：約70ｍ）

渋滞長 最大650m
滞留長 最大750m

渋滞長 最大60m滞留長 最大110m

n=1,281

右折交通
43％

無名交差点（隣接）まで：約460m

渋滞長 最大710m

滞留長 最大860m

最大滞留長 最大渋滞長

朝（8時台） 860m 710m

夕（17時台） 230m 60m

全方向交通量：6,922台/14h

無名交差点（隣接）まで：約160m

渋滞長 最大250m

滞留長 最大280m

最大滞留長 最大渋滞長

朝（7時台） 130m 60m

夕（18時台） 280m 250m

全方向交通量：7,728台/14h

最大滞留長 最大渋滞長

朝（8時台） 260m 90m

夕（16時台） 290m 140m

全方向交通量：5,345台/14h

鳥坂IC交差点まで：約460m

渋滞長 最大140m

滞留長 最大290m

650m 750m

歩行者交通量：79人／2h

自転車交通量：255台／2h

上りオフランプの右折交通を阻害
本線まで
滞留が発生

至 名古屋

6－1 瀬名IC交差点 交差点改良による車線拡幅

6．国道1号静清バイパス瀬名IC交差点 （実施主体：国土交通省）

○瀬名IC上りオフランプは、朝ピーク時における右折車及び右折方向の横断歩行者が多いため、本線まで滞留が発生。
○交通渋滞の緩和のため、瀬名IC交差点の交差点改良による車線拡幅を決定。

■対策イメージ

現況

対策内容

瀬名IC

平
山
草
薙
停
車
場
線

（県）至 新東名

至

名
古
屋

最大渋滞長650m

側道

オフランプ

国道1号静清バイパス

1

1

国道1号静清バイパス

側道

オフランプ
至

名
古
屋

至 新東名
平
山
草
薙
停
車
場
線

（県）

瀬名IC

左折ポケット設置

右折車線延伸
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鳥坂IC

左折

57%

直進

39%

右折

4%

0 100 200 300 400 500 600

7:00

7:10

7:20

7:30

7:40

7:50

8:00

8:10

8:20

8:30

8:40

8:50

国道1号本線まで：約590m
（側道との合流部まで：約140ｍ）

※交通量／滞留長・渋滞長データ：R2.10.2（木）交通量調査結果
※方向別交通量：朝ピーク時（7時台～8時台）（単位：台／2h）
※滞留長・渋滞長：朝ピーク時（7時台～8時台）
※歩行者・自転車交通量：朝ピーク時（7時台～8時台）

■鳥坂IC下りオフランプの交通実態《朝》
《滞留長・渋滞長》 《方向別交通量内訳》

260m210m

時間帯 最大滞留長 最大渋滞長

ランプ
朝（8時台） 260m 210m

夕（18時台） 150m 80m

側道
朝（7時台） 150m 100m

夕（18時台） 130m 70m

全方向交通量：7,251台/14h

主な渋滞要因：信号現示不適、左折車、大型車、
沿道出入車両

ランプ延長
約590ｍ

〈鳥坂IC下りオフランプの渋滞〉

写真撮影日：
R2.10.29（木）8時台

:滞留長・ :渋滞長

左折交通
57％

至 東京

至 鳥坂IC交差点

至

名
古
屋

至

東
京

鳥坂IC

至 静岡市街地

国道1号静清バイパス1

静
岡
清
水
線

（主）

至 新東名

下り

n=1,126

鳥坂IC交差点まで：約460m
渋滞長 最大210m
滞留長 最大290m

最大滞留長 最大渋滞長

朝（7時台） 290m 210m

夕（17時台） 170m 0m

全方向交通量： 4,582台/14h 最大滞留長 最大渋滞長

朝（7時台） 330m 70m

夕（18時台） 240m 30m

全方向交通量：6,532台/14h

無名交差点（隣接）まで：約290m

渋滞長 最大70m

滞留長 最大330m

最大滞留長 最大渋滞長

朝（7時台） 280m 100m

夕（17時台） 180m 20m

全方向交通量：7,728台/14h

瀬名川交差点まで：約380m

渋滞長 最大100m

滞留長 最大280m

ランプ内で
渋滞は収束

滞留長 最大150m

渋滞長 最大210m

滞留長 最大260m

渋滞長 最大100m

歩行者交通量：71人／2h

自転車交通量：148台／2h

下りオフランプの左折交通を阻害

■現況の交通状況・渋滞要因

7－1 鳥坂IC交差点 交差点改良による車線拡幅

7．国道1号静清バイパス鳥坂IC交差点 （実施主体：国土交通省）

○鳥坂IC下りオフランプは、朝ピーク時における左折車及び左折方向の横断歩行者が多いため、滞留が発生。
○交通渋滞の緩和のため、鳥坂IC交差点の交差点改良による車線拡幅を決定。

■対策イメージ

現況

対策内容

至

名
古
屋

至

東
京

至 静岡市街地 ※今後の協議により変更の可能性あり

静
岡
清
水
線

（主）

至 新東名

鳥坂IC
国道1号静清バイパス

国道1号静清バイパス

左折車線延伸※

右折車線延伸

1

1

静
岡
清
水
線

（主）

至

名
古
屋

至

東
京

至 静岡市街地

至 新東名

最大渋滞長210m
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左折
0%

直進
100%

右折
0% n=4,444

※交通量／滞留長・渋滞長データ：R2.10.13（火）交通量調査結果
※方向別交通量：朝ピーク時（6時台～7時台）（単位：台／2h）

《方向別交通量内訳》

最大滞留長 最大渋滞長

朝（6時台） 60m 30m

夕（17時台） 70m 10m

全方向交通量：665台/12h

国道1号

渋滞長 最大８0m滞留長 最大400m

側道との合流部まで：約300m

下り

1
至

名
古
屋

至

東
京

最大滞留長 最大渋滞長

朝（6時台） 400m 80m

夕（17時台） 130m ０m

全方向交通量：21,004台/12h

二軒家

赤目ヶ谷

上り

渋滞長 最大30m滞留長 最大60m

直進交通
100％

■二軒家交差点下りの交通実態《朝》
《滞留長・渋滞長》

80m 400m

〈二軒家～赤目々谷交差点の渋滞〉

至 赤目ヶ谷交差点

車線数減少による
滞留が発生

至 東京

■現況の交通状況・渋滞要因

:滞留長・ :渋滞長

8－1 二軒家交差点 交差点改良による車線拡幅

8．国道1号二軒家交差点 （実施主体：国土交通省）

○二軒家交差点は、車線数の減少により朝ピーク時には合流車両による直進阻害が生じ、滞留が発生。
○交通渋滞の緩和のため、二軒家交差点の交差点改良による車線拡幅を決定。

■対策イメージ

現況

対策内容

写真撮影日： R4.3.1（火）7時台

至

名
古
屋

至

東
京

最大渋滞長
80m

208

二軒家 赤目ヶ谷国道1号（下り）

車線減少区間延伸
208

至

名
古
屋

至

東
京

国道1号（下り）
二軒家 赤目ヶ谷

利用者団体連携
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■位置図 ■計画の諸元と事業経緯

事業名 一般国道1号 静清バイパス

区間
起）静岡県静岡市清水区興津東町
終）静岡県静岡市駿河区丸子二軒家

延長 24.2km

道路規格
第1種第3級

（一部第3種第1級）

車線数 4車線

清水立体
事業経緯

・平成19年度：都市計画決定
・平成21年度：用地着手
・平成28年度：工事着手

至

名
古
屋

至

東
京静岡駅

362

52

１

１

１

H30.12
4車線開通

丸子IC

千代IC

平和IC
昭府IC

唐瀬IC

千代田
上土IC

瀬名IC

鳥坂IC

清見寺IC

長崎IC 能島IC

興津IC

静清バイパス 延長 24.2km

羽鳥IC

H27.3
４車線化

H18.3
４車線化

H24.2
４車線化

H27.3
4車線・ﾌﾙIC化

H20.3
４車線化

牧ヶ谷IC

清水IC西
交差点

1

清水立体事業区間

※

※清水立体事業と合わせ信号撤去予定

写真

E1

清水港

庵原交差点

｛

■標準断面図（庵原交差点～清水IC西交差点） ■工事進捗写真

【上り線開通時】

遮音壁

植栽 自歩道

遮音壁

植栽自歩道 街路 街路

遮音壁 遮音壁

本線
上り線 下り線

本線
下り線上り線

街路街路

遮音壁遮音壁

遮音壁

植栽自歩道
遮音壁

植栽自歩道

【現況】

自歩道 自歩道街路 街路街路街路 自歩道自歩道

【尾羽第3高架橋付近】

至 名古屋

至 東京写真：R4.3撮影

9－1 静清バイパス清水立体 事業概要

9．国道1号静清バイパス清水立体 （実施主体：国土交通省） 利用者団体連携

○国道1号静清バイパスは、平成30年に全線4車線化が完了し、現在は、唯一平面で残る東名清水IC周辺を高架化する清水
立体事業を実施。

○清水立体事業は、早期に整備効果を発現させるため、まずはその高速道路ネットワークと清水港を直結させる機能を踏まえ、上り
線（東京向き）の工事を優先的に実施。（上り線（東京向き）令和8年春頃開通予定）

上り線（東京向き）
令和8年春頃開通予定
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清水港ｺﾝﾃﾅ取扱個数 静清ﾊﾞｲﾊﾟｽ大型車交通量

■交通渋滞の緩和 ■物流効率化の支援

○庵原交差点付近の渋滞状況

【渋滞状況】

至 名古屋

至 東京

【庵原交差点付近の速度低下】

長崎IC

能島IC

清見寺IC清水IC

清水JCT

E1

1

速度低下
最大約3.6km

《庵原交差点》
右折車と直進車が輻輳
し、激しい渋滞が発生

清水港

速度低下
最大約2.6km

至

名
古
屋

至

東
京

地域の主要渋滞箇所

○静清バイパス整備による交通流動の変化イメージ

清水IC 清水JCT

清見寺IC

袖師
第二
埠頭

袖師
第一
埠頭

興津
第二
埠頭

新興津
埠頭

清水港

E1

E1

清水立体事業区間
令和8年春頃 上り線 開通予定

1

庵原交差点

通過交通が高架部へと転換し、
平面部を利用して東京方面に

向かう交通が約5割削減

市街地を東西に横断する交通

のうち約2割が高架部へと転
換し沿道環境の改善が期待

1

E1

清水区市街地

至
葵区・駿河区
市街地

交通
転換 ※

※清水立体事業と合わせ信号撤去予定

清水立体上り線高架部イメージ

上り線開通前の主な東西交通

上り線開通後の主な東西交通

至

名
古
屋

至

東
京

《所要時間の変化》

0.6

0.1

0.5

0.1

現況 将来 現況 将来

清水IC⇒清見寺IC 清水IC⇒庵原交差点⇒袖師埠頭

5.4

3.0

4.9

3.0

(分)

約48%減
約43%減

：通常の所要時間
：渋滞を見込んだ無駄な時間

【出典】
・地図：国土交通省 国土地理院
・整備による転換交通割合：交通量推計結果より
・現況(通常の所要時間)：ETC2.0データ（R2.4～R3.4 平日 朝ピーク時

(7~12時台)旅行速度より算出した所要時間の最頻値）
・現況(渋滞を見込んだ無駄な時間)： ETC2.0データ（R2.4～R3.4 平日
朝ピーク時(7~12時台) 旅行速度より算出した所要時間の90%タイル値）

・将来：清水立体区間の旅行速度を60km/hで設定
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静
清
バ
イ
パ
ス
大
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車
混
入
率
（
百
台

/日
）

全線暫定2車線
開通（Ｈ9.3）

新興津第二バース暫定供用
（Ｈ25.5）

新興津第一バース
供用（Ｈ15.6）

全線4車線化（Ｈ30.12）

袖師第一ふ頭
供用(S57)

出典：清水港港湾統計、全国道路・街路交通情勢調査、トラカンデータ

・清水立体区間の渋滞が運転時間を
増加させています。
・輸送時には国道1号バイパスを利用
していますが、輸送時間が短縮する
ことでコストが抑えられるため、企業に
とって大きなメリットになります。

※商用車プローブデータ（H27.5）

52

西伊豆町

南部町
富士宮市

富士市

静岡市

藤枝市

焼津市

裾野市

沼津市

長泉町

伊豆市

1

1

清水港

新清水JCT

中部横断
自動車道

静清バイパス

362

150

Ｈ24年4月より稼動

平和みらい㈱
藤枝物流センター

Ｈ24年9月より稼動

㈱日本アクセス静岡支店

Ｈ25年11月より稼動

鈴与㈱
富士山フロント物流センター

沼津IC

Ｈ25年10月より稼動

㈱日立物流
新富士物流センター

Ｈ27年5月より稼動

清和海運㈱
新清水物流センター

Ｈ26年6月より稼動

鈴与㈱長崎物流センター

H28年11月より稼働

運送業５社が連携
新たな物流団地の整備

静清バイパス：約7割 東名高速道路：約2割
国道150号：約1割 その他の路線：約2％

静清バイパスと清水港コンテナターミナル

清水港へ向かう車両の利用経路

袖師第一埠頭
コンテナターミナル

新興津
コンテナターミナル

上り線の開通により、港湾利
用交通の利便性・定時性が向
上

至

東
京

至

名
古
屋

清水港

※清水港地図出典：©NTT空間情報

○静清バイパス沿線の物流拠点及び清水港への利用経路

○静清バイパス大型車交通量と
清水港取扱貨物量の推移

○物流企業の声

【出典】
清水港地図： ©NTT空間情報
清水港利用交通利用経路：商用車プローブデータ（H27.5）
コンテナ取扱数量：清水港港湾統計
静清バイパス大型車交通量：全国道路・街路交通情勢調査、トラカンデータ

1

1

交通
転換

1

9－2 静清バイパス清水立体 上り線開通により期待される効果

9．国道1号静清バイパス清水立体 （実施主体：国土交通省）

○東名清水IC周辺においては、広域交通と地域交通に加え、清水ICから清水港に向かう交通等が輻輳し、激しい渋滞が発生。
上り線の開通により、これら交通を高架部と街路部に適正に分担させることで、渋滞の緩和、交通安全の確保を図る。

○国道1号沿線には新たな物流拠点の立地が顕著であり、これまでの静清バイパスの整備と合わせて大型車交通量・コンテナ取扱
量も増加傾向。上り線の開通により、更なる港湾物流の活性化が期待。

利用者団体連携

上り線（東京向き）
令和8年春頃開通予定

上り線（東京向き）
令和8年春頃開通予定
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地図：国土交通省 国土地理院 地理院地図（電子国土Web）

交通量、渋滞長・滞留長： R2.10.13（火）実態調査結果

至

静
岡
駅

南安倍

4車線

1
3
0
m

2
7
0
m

50m240m

駿河大橋 国道1号
断面交通量：27,998台/日
混雑度：1.01

静岡大橋 （市）丸子池田線
断面交通量：26,933台/日
混雑度：1.39

上
り
（
静
岡
駅
方
面
）

下
り
（
藤
枝
方
面
）

■ 安倍川橋渡河部交通量
0 200 400 600 800 1,000

7時台

8時台

9時台

16時台

17時台

18時台

0 200 400 600 800 1,000

7時台

8時台

9時台

16時台

17時台

18時台

上
り
（
静
岡
駅
方
面
）

下
り
（
藤
枝
方
面
）

■ 駿河大橋渡河部交通量
0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

7時台

8時台

9時台

16時台

17時台

18時台

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

7時台

8時台

9時台

16時台

17時台

18時台

[台]

[台]

上り（静岡駅方面） 下り（藤枝方面）

00時～12時（午前） 2車線 1車線

12時～24時（午後） 1車線 2車線

金属団地入口

静岡大橋東

東新田三丁目

安倍川橋西

至 藤枝

丸子新田IC

4車線2車線

佐渡

安倍川橋 （県）藤枝岡部線
断面交通量：18,560台/日
混雑度：1.91

上
り
（
静
岡
駅
方
面
）

下
り
（
藤
枝
方
面
）

■ 静岡大橋渡河部交通量
0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

7時台

8時台

9時台

16時台

17時台

18時台

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

7時台

8時台

9時台

16時台

17時台

18時台

[台]

[台]

手越原東

：最大渋滞長

：最大渋滞長発生時の滞留長

【凡例】 ：信号交差点

：交通規制方向

＜主要渋滞箇所＞
：箇所 ：区間

●m

●m

国道１号リバーシブルレーン

3車線

手越原

丸子新田

[台]

[台]

10－1 国道1号南安倍交差点～手越原交差点の交通状況

10．国道1号南安倍交差点～手越原交差点 （実施主体：国土交通省）

○国道1号（南安倍交差点～手越原交差点）の断面交通量としては約280百台/日程度で、混雑度は1.01。
○国道1号は南安倍交差点で渋滞が発生している他、その他の交差点では従道路側の渋滞が顕著。
○駿河大橋（国道1号）に並行する安倍川橋や静岡大橋では混雑度が国道1号よりも高い。

令和２年度 第２回静岡県道路交通渋滞対策推進会議 資料
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14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時台

（件）

■時間帯別事故発生件数
（リバーシブルレーン区間・平日）

■ 事故類型別発生状況（平日）

飲食店

飲食店 商業施設

南安倍

丸子新田IC

手越原東

手越原

追突事故が多い

国道１号リバーシブルレーン

（県）藤枝静岡線

死傷事故率：
299.7件/億台キロ

死傷事故率：
126.5件/億台キロ

死傷事故率：
128.9件/億台キロ

※国道1号現道区間における平均死傷事故率：134.5件/億台キロ

丸子新田

死傷事故率：
431.0件/億台キロ

死傷事故率：
264.5件/億台キロ

※事故発生位置・件数：事故発生データ（H27-H30）、死傷事故率：ITARDAデータ（H27-H30）
ヒヤリハット（前後加速度0.3Ｇ以上）：ETC2.0データ（R1.11）

［拡大図①］ ［拡大図②］

拡大図①範囲

拡大図②範囲

南安倍

死傷事故率：
18.6件/億台キロ

凡例
追突

出会い頭

右左折

その他

急ブレーキヒヤリハット

沿道事業所との出入りにおいて事
故多発
・上り方向からの右折時2件
・下り方向からの左折時1件
・下り方向との出会い頭1件

沿道店舗との出入りにおいて事
故多発
・上り方向からの右折時1件
・下り方向からの左折時3件

JR・新幹線をくぐる抜け道方向道路と
の交差部において事故多発
・上り方向からの右折3件
・下り方向との出会い頭3件

国道1号
駿河大橋

追突事故が多い

事故危険区間

事故危険区間（交差点）

凡例

朝夕ピーク時の
事故が多い

10－2 国道1号南安倍交差点～手越原交差点の事故発生状況

10．国道1号南安倍交差点～手越原交差点 （実施主体：国土交通省）

○国道1号の朝・夕ピーク時において、丸子新田IC交差点～手越原東交差点間の沿道施設の出入りや、南安倍交差点を避ける
抜け道の交差部での事故・ヒヤリハットが発生しているほか、従道路側では、死傷事故率が国道1号現道区間の平均を大きく上
回る箇所が存在。今後は、事故データ・ヒヤリハットによる交通分析のほか、AIカメラによる画像分析を検討。

追突事故が多い
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（下田IC）

（敷根IC）

（蓮台寺IC）

（下田北IC）

（須原IC）

（河津IC）

（逆川IC）

至 沼津

下田市

ＩＣ名：（ ）は仮称

（起）静岡県賀茂郡河津町梨本
か も かわづ ちょうなしもと

（終）静岡県下田市箕作
しも だ みつくり

事業名:伊豆縦貫自動車道

河津下田道路(Ⅱ期)

施行者:国土交通省
沼津河川国道事務所

事業延長:L=6.8km
※開通区間:(仮称)河津IC～(仮
称)逆川IC L=3.0km)

事業期間:平成24年度～

※開通区間の開通時期:
令和4年度(予定)

静岡県

・静岡県賀茂郡河津町梨本～

賀茂郡河津町逆川

■位置図 ■対策区間

■国道414号の現地状況（大型車のすれ違い）

整備前：H27年全国道路街路交通情勢調査より算出
整備後：河津下田道路（Ⅱ期）を設計速度80km/hとして算出

夏季大型車
通行規制区間

(7/20～8/20）
(河津ＩＣ)

(逆川IC)

(須原IC)

整備前

整備後

至沼津

至 下田 IC名:（ ）は仮称

河
津
下
田
道
路
（

期
）

Ⅱ

夏期大型車
迂回路

河津町16分短縮
（21分⇒5分）

整備前

約21分

整備後

約5分

(下田北IC)

調査中区間
事業中区間(2車線)
一般国道
主要地方道
一般県道

11．河津下田道路（Ⅱ期）の部分開通 （実施主体:国土交通省）

■夏期観光期における大型車通行規制区間の迂回路の速度状況

延長3.0km
（2/2車線）

令和4年度
開通予定

■対策効果

河
津
下
田
道
路
（Ⅱ

期
）

(逆川IC)

(河津IC)

夏季大型車通行規制区間

地図データ：国土地理院
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出典：ETC2.0プローブ情報 （R1.8.10（土）～8.18（日））

国
道
１
３
５
号

国
道
１
３
５
号

（
主
）
下
佐
ケ
野
谷
津
線

（
主
）
下
佐
ケ
野
谷
津
線

国道135号において
帰宅ピーク時に渋滞発生

下田市街観光客は、幅員狭小区間を避けて
沿岸部へ迂回する傾向

一般国道414号
河津下田道路
（Ⅱ期）
延長6.8km

○伊豆縦貫自動車道 河津下田道路（Ⅱ期）のうち、河津IC（仮称）～逆川IC（仮称）間が令和4年度に開通予定。
○現道の国道414号は、夏季大型車通行規制区間であり、観光バスを含む大型車は迂回を強いられているとともに、急カーブや幅員狭小区間が連続しており、
すれ違いが困難な状況にあるため、下田市街への観光客は県道へ迂回し、河津町の海水浴客と混在していることで、国道135号において速度低下が発生。

○河津下田道路（Ⅱ期）の部分開通により、時間短縮や観光バスの迂回解消が期待。

11－1 河津下田道路（Ⅱ期） 部分開通
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上り坂区間 Ｌ＝1500ｍ

約5.0％

上り坂区間 Ｌ＝400ｍ

約5.8％

約5.4％
約5.6％

約1.2％

下り坂区間
Ｌ＝400ｍ

下り坂区間
Ｌ＝300ｍ

2車線区間まで Ｌ＝2700ｍ

東海道新幹線
ＪＲ
東海道線

三島玉沢IC
OFFランプ

三島玉沢IC
ONランプ

三島塚原IC
OFFランプ

函南塚本IC
ONランプ

三島玉沢IC
ONランプ

三島玉沢IC
OFFランプ

三島塚原IC
ONランプ

函南塚本IC
OFFランプ

大場函南IC
OFFランプ

大場函南IC
ONランプ 下り

（北進）

三島塚原IC
OFFランプ

三島塚原IC
ONランプ

付加車線設置区間

サグ部

平
面
図

縦
断
図

上り

（南進）

12．東駿河湾環状道路における渋滞対策検討 （実施主体:国土交通省）

付加車線

ONランプ

サグ部

ONランプ

時刻

8:25頃から渋滞解消6:55頃から合流車が多くなり、速度低下が発生し、
ショックウェーブにより後続へ速度低下が徐々に波及

6:50頃から速度低下発生
7:15頃までは、この地点以降で一時的に速度が速くなるため、
大場函南ＩＣの合流車線位置がボトルネック箇所と想定

■タイムスペース図（令和3年6月 平日6:30～8:30 下り線）

■走光型視線誘導システムの事例

出典：首都高速道路株式会社HP

ながいずみ

事業中

開通済
凡 例

サグ部における
渋滞対策

三島塚原IC

函南IC（仮称）

みしま つかはら

かんなみ

大場・函南IC
だいば かんなみ

136

1

三島加茂IC
みしま かも

函南塚本IC
かんなみ つかもと

1

三島玉沢IC
みしま たまざわ

凡例

旅行速度

10km/h未満

10～20km/h未満

20～30km/h未満

30～40km/h未満

40～50km/h未満

50～60km/h未満

60km/h以上

10km/h未満の
車両発生範囲

○三島玉沢IC～大場・函南IC間下り線 サグ部において、平日は朝、休日は夕方において速度低下が発生。
○速度低下を防ぐために走行型視線誘導システム（エスコートライト）の設置を検討。

7:15頃には大場函南ICまで連続した低速区間が発生

付加車線がある区間は
速度の低下のスピードが鈍化

■検討箇所

出典：ETC2.0プローブデータ（R3.6 平日6:30～9:00）

12－1 東駿河湾環状道路 渋滞対策検討

三島塚原IC

三島玉沢IC

大場・函南IC
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○浜松バイパス（長鶴～中田島）は、令和4年度に新規事業化が決定。今年度は、設計及び地質調査を
実施。整備により、立体化区間での旅行速度向上、渋滞緩和が期待。また、現道拡幅区間では、所要時

間減少が期待。

○（都）植松伊左地線（追分工区）は、現在現道拡幅工事を実施中。整備により、下池川交差点～浜
松北高東交差点が全線４車線となり渋滞緩和が期待。

○（一）湖東和合線（自衛隊南）交差点は、平成31年度に交差点改良事業に着手し、今年度工事を
発注予定。交差点南側の右折車線及び東側の左折車線の新設により、滞留車両が減少し、渋滞緩和が
期待。

○令和4年度より「静岡南北道路長沼立体」として概略ルート・構造の検討（計画段階評価）へ着手。

○国道1号静清バイパス瀬名IC・鳥坂IC交差点及び国道1号二軒家交差点においては車線拡幅による渋

滞対策を決定。

13－1 結論（案）

13．結論（案）
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○国道1号静清バイパス清水立体は、開通により渋滞緩和が期待。

○国道1号南安倍～手越原交差点（リバーシブルレーン区間）については、今後、AIカメラによる画像分析に
より交通課題を把握。

○伊豆縦貫自動車道河津下田道路（Ⅱ期）のうち、河津IC（仮称）～逆川IC（仮称）間が令和4年
度開通予定。開通により、時間短縮や観光バスの迂回解消が期待。

○東駿河湾環状道路三島玉沢IC～大場・函南IC間下り線 サグ部において、速度低下を防ぐために走行型
視線誘導システム（エスコートライト）の設置を検討。

13－2 結論（案）

13．結論（案）


